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動機づけ理論と学生指導への応用
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― Assisted Self-Determination Theory ―

小池　伸一
Shinichi KOIKE

　本稿の目的は，動機づけ理論の一つである自己決定理論を援用し，日々の学生

指導において，学生の学内の学習や実習場面に内発的に望めるような指導者側の

関わりを検討することである．

　手法は，先行研究を含めた文献をもとに，すでに検証がなされ理論化されてい

る動機づけ理論における自己決定理論の概要を紹介し，自己決定理論を基盤にし

た教育場面を含めた一般的な指導者の価値の位置と指導の方法，そして学生指導

の方法について探ることとした．学生指導の際には，自己決定の機会の設定，学

生自身の自己評価の設定，学生の価値感や行動の原因の確認，指導者側の設定の

根拠の伝達という学生の主体性の尊重，臨床場面を通じた指導，そしてグループ

ワークの設定を実施することで内発的な動機づけを高める一助となることが示唆

された．

キーワード■動機づけ，内発的動機づけ，自己決定論，学生指導

緒　言

全国的に 19 歳人口の低下に伴い，一般には大学全入時代を迎え，作業療法士（OT）養成校

にもその傾向があり，OT養成校への入学は学生にとって比較的容易になってきている傾向に

ある．筆者は，これまで入学してくる学生の中には将来に対する志望動機が教員側から見て十

分といえない者が含まれていること，志望動機があっても持続させていくことが難しい者を経

抄　録
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験することがあった．学生を指導する立場にある教員は，入学したからには全力で学生と向き

合い，学生には将来について真剣に考えてもらいたいと願っている．そのためには，学生を学

内での学習や実習場面での行動にいかに動機づけていくかが一つの大きな課題であると考える．

動機づけに関しては，心理学分野で今日まで数多く研究がなされてきた．現在では動機づけ

について様々に概念化がなされ，その結果，多くの動機づけ理論が確立されてきた．動機づけ

理論の中でも自己決定理論は，自己決定性の概念を中核として，動機づけを包括的にとらえる

理論的枠組みで構成されている．

本稿では，学生の動機づけを検討するにおいて，自己決定理論を援用し学生指導への応用を

試み，先行研究により検証を加えてみることとした．

本論説における方法

動機づけ理論を用いた最近の研究では，自己決定理論を構成する 4つのミニ理論の一つを理

論背景とした研究が多かった．対象は小中学生から高校生，大学生にわたり，研究デザインは

多くが学内の単独科目を利用した単群前後テストデザインで行われ，自己決定論を構成するミ

ニ理論の各々の有用性が示されていた．

以上の自己決定理論を用いた最近の研究を受け，本稿では，自己決定理論を構成する４つの

ミニ理論すべてを理論背景とし，専門職を志望する大学生の動機づけに関して検討した．具体

的には，動機づけ，内発的動機づけ，自己決定論，学生指導をキーワードに，動機づけ，自己

決定理論に関する文献を対象として，動機づけ，動機づけのプロセス，自己決定理論を概説し，

自己決定理論をもとに学生指導の概要的な提案を行った．そして先行研究で提案された学生指

導と照らし合わせることにより，筆者の提案した学生指導について裏付けを試みた．

動機づけと動機づけのプロセスに関する定義付け

「動機づけ」は，行動を始発させ，目標に向かって維持・調整する過程・機能と定義され

る 1）．また，動機づけは大きく内発的動機づけと外発的動機づけ分けられる．内発的動機づけ

とは，何かに対する興味を満足させるため，もしくは達成感を得るために，自己目的的に行動

をしている状態をさす 2）．つまり，活動することそれ自体が目的となっており，それ以外に報

酬を必要としないような動機づけを指す．一方，外発的動機づけとは，活動すること自体も目

的であるが，それ以上に報酬に重点が置かれている場合の動機づけを指す．

つぎに，動機づけのプロセスであるが，図１3）は動機づけのプロセスをまとめた図である．

現状の環境や過去の記憶，葛藤または達成感という内的状態を意味する先行要因が存在したと

する．この先行要因を解決したい，手に入れたい，逆に避けたいという欲求が生じ，この欲求
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は次の具体的な行動をするための動機を生じさせる．動機にしたがって行動が起こり，その結

果，目的が達成され，最終的に自身の満足や報酬，および他者からの報酬が得られる．これが

動機づけのプロセスである．

自己決定理論の概要

本稿で援用する自己決定論について，先の動機づけのプロセスのうち，特に先行要因，欲

求，行動，報酬を絡めながら述べていく．

1．自己決定理論の概要

本稿で援用する自己決定理論はこの「欲求論的アプローチ」に属する理論であり，動機づけ

現象全般に関わる理論として展開している．自己決定理論の特徴に４つのミニ理論で構成され

ている点がある．４つのミニ理論は，認知的評価理論，有機的統合理論，因果志向性理論，基

本的欲求理論であり，それぞれは，実際の教育現場，医療の臨床現場で実践に展開が出来るよ

うに理論づけられている．

以下では，前述の４つのミニ理論について各々紹介していく．

（１）認知的評価理論

この理論では３つの命題によって報酬による内発的な意欲の変化を説明している 4）．

第１の命題

人が感じている原因と結果の関係が，人の内部から外部環境へと変化すれば，人の内発的動

機づけは低下するというものである．この概念によると，人は自らが自らの行動の原因である

と感じているときには，内発的に動機づけられるが，他者から統制，つまり，特定の行為をさ

せるように心理的な圧力をかけられていると感じているときには，外発的に動機づけられると

される．

アンダーマイニング効果がその例である．アンダーマイニング効果は報酬を与えることに

よって，もともともっていた課題に対する内発的な意欲が低下することをいう．報酬に限ら

ず，罰の脅威（Deci ＆ Cascio，1972）5），締め切りの設定（Amabile.et al.,1976）6），監視

（Plant ＆ Ryan,1985）7），競争（Deci,Betley　et al.,1981）8），評価（Ryan,1982）9）も，ア

先行要因
環境
記憶
内的状態

欲求

動機
または動因
目標
または
誘因の選択

行動

目標の達成
目標
または
誘因の獲得

満足・報酬

図 1　動機づけのプロセス（桜井，2001 3）から）
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ンダーマイニング効果をもたらす要因となることが報告されている 4）．

第２の命題

報酬を与えられる人の一定の自己決定感，つまり，人が本来持つ ,自分が外的な力によって

操られる存在ではなく，自分自身が自分の行為の源であるという実感 10）が高まれば，自分が

有能であるという認知あるいは感情を意味する有能感 4）が高められ，内発的な意欲も高ま

り，自己決定感がない場合には内発的な意欲も低まるというものである．

第３の命題

報酬には，人を統制する「制御的側面」，有能さや自己決定についての情報を伝える「情報

的側面」，報酬を与えられる側の人の無気力状態を示す「非動機づけ側面」がある．それらの

側面の目立ちやすさによって，内発的な意欲，外発的な意欲が決定される．つまり，金銭や品

物は制御的側面の強い報酬であり，多くの場合，内発的な意欲を低めるように作用する．ただ

し，報酬を与える側の人と与えられる側の人との間に，相手にそそぐ思いやりの気持ち，相手

を尊重するという愛情を伴う信頼関係があれば報酬が持つ制御的側面は弱く感じられ，内発的

な意欲は低下しないまたは維持される．賞賛は情報的側面の強い報酬であり，多くの場合，内

発的な意欲を高めるように作用する．自分にとって価値があると感じられるかどうか，特定の

結果に依存していることを自我関与 11）というが，自我関与の場合には，課題それ自体の面白

さにひかれて課題遂行するような課題関与 11）と比較して課題遂行に伴い精神的に緊張が高ま

り，人の内面に制御的側面におけるような変化が起こり内発的な意欲は低下するとされてい

る 12）．

（２）有機的統合理論

有機的統合理論では，自由に自発的に，さらに自由意思によって行動することを意味する自

律性が重要とされている．外発的な先行要因を内発的な先行要因にしていく価値や規範を自分

のものにするという内在化に注目し，外発的動機づけが自律性の程度によって， 4 つの段階に

分けられている 13）．

図 24）は，動機づけとして，外発的動機づけ，内発的動機づけ，そして動機づけがないこと

を意味する無動機づけを加えた 3種類の動機づけ状態に対して，行動の自律性の程度，行動と

して学習行動を取り上げた場合の行動する理由を図示したものである．

自己調整（内在化）では，無動機づけは内在化を指す自己調整 14）がなされていない状態であ

ること，外発的動機づけは自己調整の程度により，最も低い外的調整から，ルールを噛み砕か

ずに丸ごと飲み込むことをいう取り入れによる調整，学習課題の目的と自分の動機を同一のも

のとみなす同一化による調整，ルールや課題における真の価値や目的をよく噛んで消化する統

合による調整へと，徐々に自己調整の段階が高くなっていく．有機的統合理論では，自己決定

の段階性で外発的動機づけに自律性の程度の異なる 4つの段階が含まれることが特徴である．

ここで自己決定の段階性のうち，外発的動機づけの各段階についてもう少し細かく見ていく．
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外発的動機づけの中でもっとも他律的，つまり課題に対し，他者からのプレッシャーによっ

て仕方なく取り組む場合を指す状態 4）が外的調整の段階である．この段階では，課題に対して

報酬を期待または罰を回避する目的で外部から強制されて，「やらされているから」行動をし

ている状態であり，もっとも外発的に動機づけられている状態である．

次に他律的であるのは，取り入れ的段階である．課題の価値を自分の価値として取り入れつ

つあるが，まだ，「しなくてはいけない」「やらないと不安である」という義務的な感覚を伴っ

ている．この取り入れ的段階では，自我関与の状態であり結果志向的な状態で，外部の評価が

必要となったり，困難な課題を回避，多大な努力を払うことを回避する傾向にある．

次の段階では，同一化的段階となるが，ここで学習行動のもつ価値の重要さを認識し，自分

にとって「重要だから」やるという理由へと変わる．この段階では人は活動への価値により動

機づけられた課題関与の状態にあり，プロセス志向的となる（Ryan,1982）9）．この状態では，

学習行動の結果に左右されず，自分の設定した基準により有能感を得るようになる．

そして，最後の段階は統合的段階であり，学習行動の価値と自分の価値観が同じものという

認識によって学習行動が見られるようになる．自ら「やりたくて」その行動を選択している状

態になる 4）．

（３）因果志向性理論

有機的統合理論では自律性の程度が示された．デシらは，これらの自律性の程度を内的側

面，外的側面，非自己的側面とした．そして，この 3つの側面を，個人的傾向としてとらえ，

図 2　自己決定の段階性（Ryan＆ Deci，2000Deci＆ Ryan，2002；櫻井，2009 4）から）

行動 他律的 自律的

動機づけ 無動機づけ 外発的動機づけ 内発的動機づけ

自己調整
（内在化） なし 外的調整 取り入れ的

調整
同一化的
調整 統合的調整 内発的調整

自己調整に関
する事項

・非意図的
・  有能感の欠如
・  統制感の欠如

・従順
・  外的な報酬
や罰

・自我関与 ・  個人的な重
要性
・  感じられた
価値

・気づき
・  自己との統合

・興味・関心
・楽しさ

感じられた因
果の位置

非自己的 外的 外的寄り 内的寄り 内的 内的

学習行動の理
由例

やりたいとは
思わない

「人から言わ
れるから仕方
なく」
「やらないと
叱られるか
ら」

「やらなけれ
ばならないか
ら」
「不安だから」
「恥をかきた
くないから」

「自分にとっ
て重要だか
ら」
「将来のため
に必要だか
ら」

「やりたいと
思うから」
「学ぶことが
自分の価値観
と一致してい
るから」

「面白いから」
「楽しいから」
「興味がある
から」
「好きだから」



─ 70 ─

動機づけ理論と学生指導への応用（小池伸一）

理論化したものが「因果志向性理論」である（Deci ＆ Ryan,1985）4）．その後，デシによって

先の３つ志向性はそれぞれ「自律的志向性」，「統制的志向性」，「非自己的志向性」と表現方法

が変えられた．自律的志向性は，有機的統合理論でいう内発的動機づけとよく統合された外発

的動機づけによって行動する傾向である．統制的志向性は，有機的統合理論で外的調整および

取り入れ的調整に相当し，それらの調整によって行動する傾向である．そして，非自己的志向

性は，行動が動機づけられない傾向である．これら，3つの因果志向性の強弱により個人の全

体的な志向性が決まるという特性的な性質のものであるとされた．つまり，個人には「非自己

的傾向」，「統制的傾向」，「自律的傾向」が混在しており，そのバランスにより自己決定の度合

いが変化し最終的な動機づけの度合いが決定されるとしている（Deci ＆ Ryan,1985）4）．

（４）基本的欲求理論

デシとライアンは，これまでの有能さへの欲求と自律性の欲求は「個人の内部」の欲求であ

るが，それとともに，内発的な社会的欲求の理論化の必要性を示した．そして，ハーロウの愛

情欲求（Harlow，1958）15），マックレランドの親和欲求（McClleland，1985）16）などを参考

にして，社会的欲求として「関係性の欲求」を生得的な欲求の１つとして位置づけた（Deci

＆ Ryan，1991）17）．これを基本的欲求理論という．

関係性の欲求は，「周囲の社会と結びついているといった安心を感じたいという欲求」と「愛

情や尊敬を受けるに値する存在であることを経験したいという欲求」の 2つの欲求で定義され

ている（Connell，1990）4,18）．

自己決定理論の援用による学生指導の概要と考察

これまで述べてきた理論について，人の動機づけや行動の具体例を示す．そして，実際の学

生指導の問題と対応の概要について検討する．

（１）指導の検討～認知的評価理論

以下の一連の実験は，報酬，罰，そして競争について人が，どう認知し評価しているかを検

証したデシの試みの紹介である．これらの一連の実験結果から内発的動機づけを高める方法を

探っていく．

1969 年にデシは，「報酬なしで自発的に取り組んでいる活動に対して外的な報酬が提供され

たとき，その活動に対する内発的動機づけはどうなるか」を課題とし実験を行った．その結果，

内発的に動機づけられていた活動に対し，金銭的な報酬が支払われるようになると，内発的な

動機づけが低下するに至った．この結果から，デシは報酬が自由な行為を，外部から統制され

る行為へと変えてしまうものとなるとした（Deci，1971）19）．

次にデシは報酬の代わりに罰する設定で実験を行った結果，被験者は好成績をあげ罰せられ

ることはなかったが，報酬と同じ効果である内発的な動機づけの低下が認められた．この罰と
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同じ効果を生じさせる出来事についてレッパーらによると，締切日の設定，目標の押しつけ，

監視，評価などが内発的動機づけを低下させることがわかった（Lepper，etc，1973）20, 21）．

①発的動機づけを高める手段～自己決定意識

デシは，人々に特定の行為をさせるように心理的な圧力をかけると，人は自己決定の感覚を

低下させるのに対し，行為のしかたを選択する機会が提供されれば自己決定の感覚は低下しな

いと考えた．そして，課題の選択，時間の設定を被験者に決定させた結果，拘束時間外でも課

題に時間を費やし，課題に関わることが好きである，つまり内発的動機づけが低下することな

く，むしろ高めるに至った．以上から，デシは，自己決定の機会を提供することは，人の自律

性を支えるための条件の一つであるとしている．また，他者に対して権力をもつ立場にいる人

は，多くの選択を提供できるかについて検討する必要があるとし，「人を厳しく管理すれば，

管理されたがっているかのようにふるまうようになり，自己防衛的な方略として，外に注意を

向けるようになる．そして，上の地位の人が自分に何を期待しているのかを知るための手がか

りや，トラブルにまきこまれない方法を探すようになる」としている（Deci，1995）21）．

筆者が学生に対するときに，自己決定の機会なく管理することの重要性を感じることがある

が，デシの提言は管理することにより陥る側面を示唆している．学生指導における管理的側

面，つまりここでは各科目における課題の詳細な設定，課題提出の期限の設定をすることにつ

いて，当然ながらすべて問題視されるべきではない．そこに必要なのは，デシが言うように人

が生得的に内発的動機づけを持ち合わせており，自己決定の機会は内発的動機づけを低下させ

ることを抑制するとするなら，学生にも適応させて検討してみてはどうかと考える．つまり，

学生が生得的に物ごとを学習することについて内発的動機づけを持ち合わせているという前提

のもと，授業場面を含む学生指導場面においては，指導する側が極力自己決定の機会を与える

よう設定が内発的動機づけを低下させることを抑制する材料になると考える．

選択の機会の提供に関して，安藤は，英語学習の動機について，自己決定意識が自律性支援

の認知・動機づけに及ぼす影響の視点から分析を行っている．大学生 149 名に対し，英語教育

の動機づけ尺度，重視する英語技能，自律性支援の認知尺度，自己決定意識尺度を利用し集団

調査を実施した．その結果，自己決定意識は外的調整と高い負の相関を示し，自己決定意識の

高い人は外的調整によって学習するわけではない，ということが示された（安藤，2001）22）．

また，新井は，自己決定の発達と学習意欲の発達との関連について検討した結果，小学・中学

生の段階においては，自己決定意識，外的調整と近い概念である賞罰的学習意欲との相関は有

意ではないが，高校・大学生になると，有意な負の相関が見られるようになることを示してい

る（新井，1998）23）．これら先行研究からも筆者の論じる自己決定の機会の提供が自己決定意

識を高め，外的調整ではない，つまり内発的動機づけを高めることに影響を与えると考える．

②内発的動機づけを高める手段～報酬，制限をどう与えるか

ライアンは報酬の効果は，人の報酬に対する解釈によって変わる，という点に注目し，報酬
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を与える人の意図が重要であり，報酬を与える人の本心は，報酬は与える際のことばづかいや

態度を通し，相手に伝わってしまうと考えた．そして，報酬を与える人の本心が統制的，統制

的でない設定で比較的実験検証を行った結果，統制する方法で報酬が与えられたほうでは，被

験者は心理的圧迫を経験し課題への興味を低下させた（Ryan，1982）24）．デシは，ライアン

のこの実験結果から，報酬を与える人に報酬を与えられる人を統制しようとする意図がなけれ

ば報酬が課題への興味を低下させる効果の可能性が低くなることを意味しているとした．そし

て，統制しようとする意図がないことの条件として，制限を与える人が制限を与えられる人の

立場に立ち，制限を与えられる人が主体的な存在であることを認めることが必要とした（Deci，

1995）11）．

学内外の学生指導場面において，指導する側が何らかの報酬を与えることは比較的まれある

が，制限を設けることは日常的に行われることが多い．つまり，学内の様々な規則，実習先で

の施設の規則，先に示した各科目の授業場面において課せられる提出期限，課題表現方法の詳

細な設定などは制限の例である．これらの制限は一部で若干の統制的な側面があることが否定

できないが，学生に与える場合には，常時学生が主体的な存在であることを踏まえ設定してい

くことが必要と考える．そのための案として，学生自身による自己評価を検討してみる．つま

り，自己評価により学習行為自体が目的となり自己に与える報酬となるように設定を試みるの

である．

報酬に関して，脇田らは大学生らに対し，主体的学習を支援する方法として大学生がもっと

も関心をもつ成績評価に着目し，大学生の成績評価に対する動機付けを高めることにより，主

体的学習を支援することを目的とし学習過程の自己評価を試みている．つまり，学習過程の自

己評価を取り入れることにより，学習行為と学習行為自体が目的であると認知し，外的誘因が

内発的動機を高めるエンハンシング効果を期待するものとした．もう少し具体的に示すと，学

習行為によって，自分が学びたい学問体系に占める位置づけを示すこと，その学習行為によっ

て，どんなことがわかるようになるのか，学習の方向性が見えるように指導する．次に，学生

が自分の学習過程を自己評価し，成績の予測可能性を高め，内的動機づけを高めるような項目

を含める．以上により内生帰属説，つまり，行為とその行為自体が目的で一致すれば内発的動

機づけが高まるとしている（脇田，越智　2003）25）．

（２）学生指導の検討～有機的統合理論

デシは「発達とは社会が子どもたちに対して行う何らかのはたらきかけではなく，子どもた

ちが能動的に行う何ごとかであり，社会はそれを支え育むものなのである」とし，また，「人

間には，自らの心理的欲求と調和しながら成長し発達する傾向と，そのためのエネルギーが備

わっている」とした（Deci，1995）．このデシの提唱にもとづいたグロールニックらの調査で

は，両親が子どもの自律性を支援し，学校の出来事や思いについてよく子どもと話し，問題が

起こったときには手助けする関わりをしている家庭の子どもでは，学校における学習や日常の
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ルールが非常によく統合されていた．こうした子どもたちは，学校の勉強が重要であると信じ

ており，勉強する責任があるということを受け入れていた．さらには，統合の程度が高いほど，

学校でよい成績をあげる，自宅ではいろいろなことを手伝うという価値を内在化していく中で，

子どもたちはより責任感を高め，満足感も高めていたとしている（Grolnick，1989）26）．

デシの提唱，グロールニックらの調査を実際の学生指導の場面に適応させて考えてみると，

学生が将来臨床場面で活動していくための担い手である指導する側の仕事は，臨床場面で効果

的なメンバーになるために，必要なことを彼らが自分自身の意志で自主的に活動に取り組む，

つまり，統合的調整または内発的調整にもとづく行動を促すことである．あるいは，学生を人

として，支援するための能動的な存在として認めながら，関わっていくことであるとも換言で

きる．それは，学生らと関わるとき，学生らの立場に立ち，学生らの視点から世界を見る，学

生自ら成長し発達するためのエネルギーを持ち合わせている，ということを踏まえることを意

味すると考える．学生らがどのように思っているか，何を欲しているかを理解すること，何を

どのように制限していくか，その結果どうなるかを示すことが，指導する側が目標とする内発

的調整にもとづく行動を導くための方法である 21）．

有機的統合理論について，岡田は，学習動機づけの構造的変化の年齢的な違いについて大学

生に関して述べている．岡田は 35 文献からメタ分析を実施した結果，大学生では，外的な評

価や競争的な側面は中学生・高校生よりも弱くなり，単に興味や重要性にもとづく動機づけを

もつようになるが，その一方で単位や就職のための手段として学習を捉えるようになるとして

いる．そして，有機的統合理論において大学生の学習の捉え方として，外的調整と取り入れ的

調整の合成変数を統制的動機づけ，同一化的調整と内発的動機づけの合成変数を自律的動機づ

けとして扱う場合があるが（Shahar et al．，2003）27），岡田はこの捉え方は有効であるとして

いる（岡田　2010）28）．

有機的統合理論における，外的調整，取り入れ的調整，同一化的調整，内発的調整の順は他

律的から自律的に向かう順と一致する．岡田の解釈から，大学生では外的調整や取り入れ的調

整よりも同一化的調整や内発的調整の傾向が強いと考えられる．しかし，手段として学習を捉

えられれば外発的動機づけに含まれる同一化的調整の段階である．学習行動の理由を内発的調

整にもとづくものとしていくには，指導する側による内発的調整にもとづく行動を示し，その

上で学生に指導する側が目標とする行動を導くことが必要と考えられた．

（３）学生指導の検討～因果志向性理論

動機づけには生得的に個人差があるとされている．つまり「人には生まれつきの個人差があ

ることを認めなければならない．人のすべての特性において人は異なっており，正規分布とい

われる曲線にしたがって分布している．このことは，環境が影響を及ぼす以前に，人は各自の

初期値をもっているということを意味する」とデシは表現している．また，子どもは環境から

の影響を受けながら発達していくのであるが，子ども側からもある程度は環境に影響を与える
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と提言し，さらに，子どもに対し自律性を求めたり統制を求めたりする程度を測定する心理尺

度から調査した結果，自律志向が高いと社会環境をより自律性を支援するものとして経験する

と結論づけている（Deci，1995）21）．

では，初期値をもっているとされる学生の自律志向をさらに高めるためにはどうすればよい

か．ここでは自我関与が重要となる．自我関与しているとき，例えば，将来 OTになることに

適正があると指導者に評価されることだけに価値があるというという気持ちは何らかの結果を

通じて現れていると考える．この何らかの結果は，学内成績，実習報告書の結果を指すが，本

当に「OTRになることに適正があると評価されることだけが重要なのか」と問いかけてみる．

換言するなら，指導する側からの評価のために日々の学習や実習に臨んでいるのか，と問いか

けてみるのである．そして，学生に自分自身はいったい何がしたいのか，を時々考えさせてみ

てはどうか．

自律志向を高めるための概要は理論上おおよそ以上のようであるが，実際に学生と対応する

時点において場面設定は簡単ではない．少なくとも，知識や技術を伝える講義形式や学内の演

習形式で効果を期待するのは極めて困難である．学生が自分の価値と向き合える場面，自分が

OTになることを目標としたきっかけと向き合える場面が望ましいと考える．この場面として

臨床実習場面は極めて重要であると考えられる．臨床実習場面は OTの場合ほぼ一対一の指導

であり，臨床実習場面によっては教員との距離感も近くなり，先に挙げた学生の OT志望の初

期値にも触れやすくなる．

高橋らは，早期看護実習の効果について，質問紙を用い，看護系大学 1年生 81 人に対して

調査を行った，その結果，学生にとって早期看護実習の満足感が高くなるほど，楽しさという

主体的な感情も高くなり，楽しさが増すほどに看護の魅力を強く感じ，学ぶ意欲を高めること

が示された．また，実習の楽しさを感じる背景として，少人数制や教員との距離感を密接にし

た実習体制も影響したとしている（高橋　2003）29）．

細川は，学生の自律志向により学習意欲が高まるように，教員に期待される役割ついて述べ

ている．①学習に価値が見いだせる説明をする，②叱責せずに寛大に接する（学生が否定的

で不快な感情を教員に投げかけても，それを教員は受け入れること）とした．また，細川は，

「目標達成したときに，有能感が得られそうだという見通しを持って，自由意志を尊重してく

れていると感じられる人から，賞賛を得られる」ときに学習意欲が高くなるとしている（細

川　2003）30）．

細川の示す教員に期待される役割は，先に挙げた臨床実習場面における教員の対応の具体策

として利用できると考える．

（４）学生指導の検討～基本的欲求理論

個人の発達においては，本人が生得的な興味，内発的な動機からの活動，そして，新しい経

験を積んでいくという能動的な役割を果たしており，本人の活動を社会が支えることによって
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も経験する新しい事柄によって個人が発達する．自己決定論では，人は他者に何かをしようと

する意欲や，何が必要とされているかに応じて行動しようとする意欲を発達させるとされてい

る．自己決定理論を構成する基本的欲求理論では関係性への欲求を重要視している．関係性へ

の欲求の一つ，愛情や尊敬を受けるに値する存在であることを経験したいという欲求を充足さ

せていくには，社会の中の一つである他者からの愛情が注がれることが必要である．（Deci，

1995）．また，関係性への欲求のもう一方である，周囲の社会と結びついているといった安心

を感じたいという欲求により，人は集団の成員となり人々の社会化を支えている．人がある集

団に所属しているとき，集団の価値や慣習を受け入れようとする．責任感が発達するのはこの

プロセスによる．自律性を主張することは他者の幸福に対する責任を受け入れることも伴う

（Deci，1995）21）．

愛情や尊敬を受けるに値する存在であることを経験したいという欲求を充足させていくに

は，特定の行動を行ったときにだけ受容し，敬意を払うような言動や行動は，指導する側の人

が指導される側の人に対してはやはり避けるべきと考える．このことは，ある行動が出現した

ときにのみ何らかの報酬や賞賛を与え，ある行動を強化，つまり報酬や罰といった強化刺激を

付与することで，自発的反応頻度を増加させていくという介入の方法に極めて近い．学生は教

員にとって常時望ましい行動や発言を表に出すとは限らない．教員にとって学生の望ましい，

または望ましくない行動や言動にかかわらず，教員が学生に介入するときには，学生に対し尊

重の念を持ち，愛情を注いでいくことが必要と改めて思う．そのことによって，学生が統制さ

れない，自律的な存在に近づくことが期待されると考える．また，周囲の社会と結びついてい

るといった安心を感じたいという欲求を充足させていくには，実際の授業の中で課題遂行型，

あるいは自己学習型の授業をグループワーク設定により頻回に取り入れ，グループやクラスと

いう集団に所属する機会を設けることにより，内発的な動機からの活動を引き出せるものと考

える．

吉澤らは，自己学習授業と従来授業における授業意識の比較と学習意欲の関連を目的に理学

療法学科の学生 118 名を対象に授業意識アンケートを実施した結果，自己学習授業は，内発的

動機づけや学校への適応度を高めることの出来る授業形式であるとされた 31）．基本的欲求理論

の視点で注目すべきは，調べる項目についてクラスメイトとの情報交換が頻繁に行われていた

ことである．このことは，クラスメイトとの情報交換が関係性への欲求を少なからず満たし内

発的動機づけを高めたものと考えられ，筆者の提案を支持することが示唆される．

結　論

本稿では，デシらが提唱した動機づけ理論の一つである，自己決定論を構成するミニ理論，

すなわち認知的評価理論，有機的統合理論，因果志向性理論，基本的欲求理論をそれぞれ援用
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した．これらの４つのミニ理論の重要な共通点として，2点に集約されると考える．この 2点

と対応した学生への応用は以下のとおりである．

第一は指導をする側の人が指導を受ける側の人の主体性を尊重することである．主体性を尊

重するには指導を受ける側の人に極力自己決定の機会を多く与えることであろう．また，教育

現場において，統制を望んでいるような言動や行動を見せたり，教員が望ましいとされる価値

感や行動を常に見せるとは限らない．教員が統制を望んでいるような言動や行動を見せたり，

望ましいと考える価値感や行動ではないと判断したとしても学生にとってはその価値や行動に

至った原因が必ず存在する．その原因に着目し自律性を高める対応を検討していくことが必要

と考える．

そして，第二は指導をする側の人が指導を受ける側の人について，なんらかの内発的な動機

を持ち合わせていることを踏まえることである．学生の学業に対する姿勢として，教員に映り

やすい姿勢は，自己決定の段階性でいう外的調整や取り入れ的調整の段階である外発的な姿勢

である．しかし，多くの学生は，個人面接をしていく中で大学入学前に OTを志望した理由の

動機として，同じ外発的であっても内在化の過程として，少なくとも統合的調整の段階があっ

たと判断できる．統合的調整の段階から内発的調整の段階へ価値感や行動が顕在化するような

対応が必要と考える．

これら 2点を踏まえながら実際の学生指導場面での設定では，自己決定の機会の設定，学生

自身の自己評価の設定，学生の価値感や行動の原因の確認，指導者側の設定の根拠の伝達とい

う学生の主体性の尊重，臨床場面を通じた指導，そしてグループワークの設定を実施していく

ことで内発的な動機を高めていくことの一助となると考えられる．

今後の課題

以上，自己決定論を構成するミニ理論に基づいて学生指導への応用を試みた．結論で述べた

2点は特に新しい知見ではなく，学生を指導する立場である教員が常々重要に考えている内容

であり，また，実際の学生指導場面の設定に関してもすでに教員によって行われているものが

含まれている．しかし，これらは OT学生を対象としたものではなく一般的な大学生を対象と

している．今後，将来が決定されている OT学生に関しての調査，検証が必要と考える．
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